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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴィジョン　過去の，遠く隔たった風景や情景をひとつの視像とし
て，プルーストもその距離を語りで表わそうとした。文
学においては距離は語りであり，そのヴィジョンととも
に語りによってしか表現することができない。語りはそ
の中にヴィジョンとそこから現在の話老に至る隔たりを
含んでおり，それらは別のものではなく，ヴィジョンを
語ること自体が隔たりの度合を表わし，語られるヴィジ
ョンはその中に話者から眺められた遠近を含んでいるこ
とになる。
　それはカーテンの襲に投映されたおどろおどうしい幻
燈の妖し気な映像を話老のマルセルが思い出すのから始
まり，話者が幼少のころ家族とともに夏を過したコンブ
レーの周辺の二つの散歩道のさまざまな情景や，遠く隔
たった二つの村の三つの鐘塔の遠望，近くは手にもった
紅茶茶碗から立ち昇る湯気など，ことばに表わすことの
できない深い意味をもった遠近無数の場面があり，存在
の真実はこれらの場面に現われる物ではなくその印象の
中にあるというのだが，そのプルーストの『失われた時
を求めて』全体の中でただ一つ，回想の語りで構築され
た話者の無意識的な暗い部屋の壁にとつじょ大きな穴が
ぽっかりと開き，時間の隔たりも遠近もなく，現実の世
界の次元を超えていきなり話者の眼前に，別世界の映像
として展開する一つの情景がある。それは暗い子供部屋
で観る玩具のような幻燈の映像ではなく，いきなり目の
前にカーテンが開き，白いスクリーンに映画が投映され
たような大きさと迫力で，しかもそれは映像ではなく生
の舞台であり，活人画というよりも現実の，しかし他人
の家の窓の中の情景なのである。
　窓や壁穴から他人の部屋の私生活を覗く手法は覗き常
習者ならずとも，文学でしばしば使われてきた方法であ
り，そもそも絵画や舞台芸術は他者の世界を覗き見せる
形式を基本にしており，観る者の楽しみもそれを糧にし
ている。人間には見えないものを見たいという欲望だけ
でなく，隠されているもの，とりわけ他者の私生活を覗
きたいという本能的な欲望があり，娯楽だけでなく芸術
すらも，この欲望に支えられ，それを洗練された，容認
しうる形式で満たそうとする。ミシェル・グレッセは
『フォークナーあるいは魅惑一まなざしの詩学』の序
文で，まなざしの原点はエデンの園でイヴを誘惑した蛇
の目にあって，その結果アダムとイヴはそれまで意識し
ていなかった自分たちの裸の性器に蓋恥を覚えるように
なったと論じている。人間の原罪とは見ることであり，
最初に見たのは蛇であったことになる。そこに発した見
る欲望がもろもろの芸術を生み出したことにもなり，直
接の対象を見る欲望の猶予・抑制と，その代替物を見る
楽しみへの転化は，宗教の祭儀から無神の芸術や娯楽に
至るまでの普遍的な文化現象となったのである。
　他者の私生活を覗き見ることは他者の存在を認識する
ことであり，それと私を比較することによって，私自身
には見えない私の存在を確認することである。それは鏡
という道具を使って自分を他者像として反映させ，それ
を見ることによって自分を認識したり確認することの延
長であり，その行為の他老への転化，他老を鏡として自
己を投映するという，自己の内に閉ざされた円環的自己
認識を，他者を取り込み，あるいは自己を他者に預ける
開かれた円環というか，自己と他者との相互交換による
自己認識へ展開することである。
　「スワン家のほうへ」（第1部）の中でプルーストは
かくべつの愛情を込めてさんざしの花について叙述す
　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　ゐる。話者は官能の籠ったまなざしで雄蕊の束を眺め，や
がて自分の前に現われ恋人となるであろう，まだ見ぬ色
白の乙女への欲望を秘めた吐息をかけ，下着姿のその女
の肌の匂を嗅ぐ。話者がなぜそれほどさんざしの白いつ
ぼみに心を惹かれるのか，自分ではまだしかと認識して
いないが，作者は十分にそれを意識して文体の技巧を凝
　　　　　　　　k　　N　　　へ　　　Nらす。読者はその文章の匂から，話者の未来の官能の充
足と，その運命を予感しはするが，まだその意味は分ら
ない。
　話者がさんざしを好きになり出したのは「マリアの月」
の祭式に出てからである。さんざしは祭壇そのものの上
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に置かれ，その枝々は葉むらの縁飾りで美しく装われ，
「その葉むらのおもてには，目もさめるばかりの白さに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トレ　ンかがやくつぼみの小束が，まるで，花嫁の引裾の上さな
がらに，惜しげもなくばらまかれて」（井上究一郎訳以
下同）いた。
　横目でちらちらと見る勇気しかなかった話者に，祭壇
の上の燭台と聖容器に囲まれた中に置いてあるさんざし
の束の白い蕾がこれほど間近に見えるはずはないので，
話者は白い蕾の束から純白のウェディング・ヴェイルを
被った花嫁をぼんやりと想像しているのであり，しかし
作者は周到に「聖母の糸」（蜘蛛の糸）「雄蕊」「媚をふ
くんだまなざし」「ほそめた瞳」などのことぽを並べ，
さらに無雑作に開いた花冠がぼっと装身具のように雄蕊
をつけていかにもしどけない風情でいるのを，話者が自
分の奥深くで自ら花開くようにまねしようと試みたとま
で書いている。読者は作老の語りにそそのかされ，読老
の早熟な開花を話者は無意識なままに予想し，自らも読
む行為の奥底でそっと花冠の開花をまねるのである。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レアリテの模倣を，・ミルザックがパリの市民の生活の真実をつか
もうとして自らその跡をつけて歩き方をまねたように，
プルーストにおけるレアリストの最後の態度であるとレ
イモンド・ジュネットは『小説の変身』の中で述べてい
る。
　「私は想像するのであった」とプルーストが書くと
き，「私」は話者ではあるが，そこにはより濃厚に作者
が迫り，花冠の花開く姿に目を近づけている。したがっ
て祭壇の上と読老の目の間には殆ど距離がない。それは
しかし，フローベールのように，いかにも拡大鏡のレン
ズを通して見るような，物理的な距離の差異感はなく
て，内に欲望を秘めた憧れの距離というか，むしろ外側
から距離を計る意識はなくて，対象との距離を越える思
い入れといった方がいい。
　教会を去ろうとして祭壇の前にひざまずいた話者は，
立ち上る拍子にふと，アーモンドのようなむっとする甘
い匂がさんざしからもれてくるのを感じる。
　ピアノの老教授で村の教会の元オルガン奏者であるヴ
ァントゥイユ氏はその娘を連れて，教会の話者の脇の席
に坐っていた。その娘のことを，話者の祖母は「そばか
すだらけの顔をしたこの荒っぽい女の子のまなざしのな
かに，どんなにやさしい，繊細な，ほとんど臆病なまで
の表情がしばしぼちらつくか」を話者たちに注意してい
た。この花の「間歓的な匂」はさんざしの生命のささや
きであり，祭壇はその生命に満たされて，「元気な触覚を
もった虫」たちの訪れを待ち受ける田園の生垣のように
震えている。教会の祭壇は話者の恋の成就の祭壇に変じ
ており，それは愛のベッドというよりも愛する少女の震
える性器である。話者は赤茶色に近い雄蕊の点々を見て
いるうちに昆虫の触角を思い浮べ，自ら春の毒液を含ん
だ激しい力で刺し貫こうとしている。少年の話者がそこ
まで想像する場面ではないが，話者は作者に操られてい
る。読者もそこまで操られ，その気になるためには，た
かがさんざしの前で，しかし現実の花の前ではなく，そ
れを巡る文学のことばの前で，作者の想像力に加担しな
けれぽならない。　　　　’
　さんざしはまた，話者が祖父と父と連れ立ってメゼグ
リーズの方へ散歩にいくと，野原の方に登る小道の生垣
に大群となって「うなりをあげながら匂っている」。さ
んざしはここでも小祭壇の形をしており，その匂はねっ
とりとしで，花は「装いを凝らビ，それぞれ心も空のよ
うすで，きらめく雄蕊をにぎって」いる。話者はその匂
をじっと吸い，その魅力をきわめたいと思考の前にもっ
ていくが，思考はそれをどう扱ったらいいか分らない。
やがて祖父がばら色の一本のさんざしの木を指す。その
ばら色のさんざしも宗教的な祭日のための衣裳を凝らし
ている。その蕾はほころびかげて，「まるで，ばら色大
理石のコップの底のように赤い血の色をのぞかせなが
ら」，この木の「特殊の本質」を咲きほこった花よりもい
っそう露わに見せている。この灌木は晴着姿の娘のよう
に，マリアの月への仕度がすっかり整っている。
　このばら色のさんざしの肉の本質を垣間見たあと，と
つぜん，生垣の中の庭園の小道に，赤茶けたブロンドの
女の子が現われ，ばら色のそばかすがちらばった顔を上
げて話者を見つめる。そのヴィジョンは話者のまなざし
と深い知覚と全存在を求めようとする。
　話者はこのとき，花の精とも見まがう，しかし肉体も
魂もそなえた少女を見たのであり，それに触れ，さらい
たいと思う欲望の感覚が肉化して身を乗り出しているま
なざしは，さんざしに魅入られてその蕾の内側の赤い血
のような色を覗き見た目よりも，その対象とそれを見る
視線の意味をいっそう意識し，漠然としていたヴィジョ
ンは明瞭なイマージュへと形象化されつつある。その強
烈な印象は個々の客観的な諸要素にはまだ還元すること
はでぎないでいるが，話者はさんざしの花に予感したそ
の実体のひとつを目のあたりにしたのである。目の窓か
ら感覚が身を乗り出したその窓はここでは生垣の境いで
あり，話者は生垣の外にいる。そこは作老が書物の外か
ら小説の世界を眺める場所であって，話者はまだ作者の
手元にいながら，作者の語りによって生垣の際まで送り
届けられ，未来の人生＝小説の世界に自分が主人公とな
って登場することへの不安と憧憬の念に化石して生垣の
個　　人　　研　　究 69
内側＝小説の世界を凝視しているのである。その窓は絵
画の額縁のような小説の枠であり，また劇の舞i台であっ
て，私＝主人公は舞台の袖で胸をときめかせ，不安で足
がすくんでいる。彼はすでに舞台上のヒロインを垣間
見その黒い目と，意味は分らぬが蕾の中の赤い血の色
までも覗いてしまったのである。
　そのとき思いがけず，生垣の中で「ジルベルト」と呼
ぶ声が聞こえる。たちまち少女のあいまいなイk一ジュ
はその名によってひとつの人格を与えられ，護符のよう
に授けられたその名に結晶し，ばら色のさんざしの匂ま
でもその名によってエッセンスを発散させる。人のヒロ
インに作者はここで名前を・与えたわけで，彼女はすでに
舞台に登場させられた。それに対して話者の私はまだ生
垣のこちら側，窓の外にいて，まなざしに化石してい
る。話者の目はまだ作者プルーストの目から独立してお
らず，それ固有の肉体を与えられていない。窓から感覚
の身を乗り出したままである。
　ヴァントゥイユ氏のメゼグリーズの方のモンジューヴ
ァンの家は大きな沼にのぞみ，’ ?ﾘの茂った小山の斜面
に背を向けていた。話者はその茂みに身をひそめて家人
がヴァントゥイユ氏宅の訪問を辞するのを待つことがあ
る。そのとき，話者は3階のサロンと同じ高さで，窓か
ら50センチのところにいることになった。それはいかに
も不自然だが，プルーストはとんちゃくせずにそう書い
た。このありえない事実と，それに続く覗き見の目を見
張る場面の意味については論者の興味を集めてきた。
　この秋の散歩で受けた印象から数年後の暑い日，話者
はまた同じ，ヴァントゥイユ氏の家を見下ろす斜面の茂
みの中で眠ってしまう。
　60ページまえでは50センチだった窓と話者の距離がこ
こでは数センチになっている。プルー・・ストは第1巻「ス
ワン家のほうへ」第1部の終り近くなって初めて，話者
のいない向こう側の世界，小説の世界を，話者の感性や
印象を通してではなく，直接に，客観的に叙述し始め
た。それはほんの6ページほどのものであるが，この窓
の中で演じられたヴァントゥイユ嬢とその女友だちのレ
スビアンの行為と同様，この部分の叙述はプルーストの
語りの暗い部屋にぽっかり窓が開き，明るい照明に浮ぶ
外の世界が見えたような印象を与える。ここでは話者は
生垣の外から中の庭園を覗いているのではなく，いっと
き自分の存在を忘れ，読者は直接自分の目で窓の中の光
景を眺めることになる。そのまばゆさをプルーストはサ
ディスムと呼んでいるが，娘たちの，亡きヴァントゥイ
ユ氏の尊厳に対する残酷な仕打ちに対し，読者もその行
為を覗くことによって加担することになるのである。
　プルーストの語りのこのような逸脱というか踏み込み
は，少年が窓の間近で目撃したこの衝撃的な光景のイマ
ージュが，後年話者の人生に重大な役割を演じることに
なるからにせよ，それは作者のたんなる性急な筆の運び
の産物ではなく，彼の小説の方法のひとつの帰結である
ことが，その直前の叙述から分るのである。
　話者が腕に抱きしめることがでぎるような女の現われ
るのを願う欲望が，周囲の自然に魅力を加えると同時
に，自然の魅力は狭くなりがちな女の魅力を拡げるので
あったが，いつまで待ってもそのような女が現われない
でいるうちに，そのような欲望は他人の中にもある普遍
的なものではなく，話者自身の気質から作り出された主
観的で無力な，幻影的なものだとしか思われなくなる。
「そんな欲望は，もはや自然とのつながり，現実とのつ
ながりをもたず，このとき以来，自然も現実も，それが
もつ魅力と意味のすべてを失い，私の人生にとってまっ
たく便宜的な外枠にすぎなくなった，あたかも旅客が腰
かけてひまつぶしに読んでいる小説の筋にとって，彼が
乗っている客車がそうであるように」。
　この時点まで少年の話者の内部に欝屈し，その吐け口
はオナニーしかなかった欲望が自ずと現実から自立し，
話老個人のイルージョンとなると同時に自然と現実も魅
力を失い，話者の人生，つまり小説の世界のみがあとに
残る。創作の世界とは個人の欲望のイルージョンという
ことにもなり，そこから新たな魅力が生まれてくること
になる。この時点で話者の個人的な回想の語りから，自
立した小説の世界への唐突な転換の試みが6ページにわ
たって見られるのである。これまでの創作の長い準備，
それは成人の世界へのイニシエーションの準備でもある
思春期があっさり客車のように乗り捨てられる，少くも
その予感を話者の将来の人生に与えるのである。
　欲望が植物や動物の精として自然に遍在するという汎
神論的世界から話者個人の気質へと引き上げられ，その
　　　　　　　　　L－ロ－時点から話者は小説の主人公として自立し始めるともい
える。しかし実際には話者は一時的に忘却され，消失す
る。話者を丘の茂みに忘れ去ることによって，窓の中の
小説の世界は成立する。それまで話者の日々の生活の内
容としてひとときも忘れられたことのないコンプレーの
自然も現実も便宜的な外枠として，客車のように仮の場
所となったとたんに，話者も一時客車とともに忘れら
れ，小説の世界があとに残る。それは現実の線路を走る
車窓から眺める自然や現実ではなく，舞台の上に眺める
創作された現実である。それは話者がこれまで，また将
来も折にふれて経験する，裏に何かことばにならない意
味を含んだ漠然とした印象，しばしば隔たった二つの時
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問と場所のイマージュが二重映しになってその隔たりに
　　　　くう含まれた空にこそ真実があるという間歓的な印象ではな
く，白明の下での疑う余地のない残酷なサディスムの冒
漬の光景である。
　それは少年の話者がまだ見ぬ未来を想像するときに予
感する漠然とした真実ではなく，大人の世界の悪徳の現
実である。話者が覗き見る目から覆うものなく剥き出さ
れたこの窓の中の光景は話者の人生に拭い去りがたいイ
マージュとして焼き付けられ，予想した人生の快楽とは
裏腹の，苦悩の源泉となるのである。話者の人生の感性
的経験を通して記憶に留められたイマージュではなく，
写真や映画のように，断絶した他者の映像としていきな
り目に投入されたこのイマージュは，いかにも非プルー
スト的なイマージュであり，ゆえにこそ彼以後の芸術の
物的イマージュを予測させるものである。プルースト自
身この場面のあとに「ひたすら人の娘のために生きた父
親の写真の上に，その娘が女友達から唾を吐きかけさせ
るといった場面が見られるのは，現実の田舎の別荘のあ
かりの下でよりも，むしろブールヴァールの通俗劇の舞
台のフットライトを浴びたなかである。実生活におい
て，メロドラマの美学に基礎をあたえるものは，ほとん
どサディスムしかない」というコメントを与えている。
彼自身これを「初歩的で素朴な象徴劇の一幕」と考えて
書いたのである。
　ところで話者の人生の不幸の原イマージュとなったこ
の光景にサディスムの名が冠されていることは，別の意
味でこの場面を象徴劇にしていることになる。この強烈
な映像がプルーストの灰暗い私的な回想の幻燈の間に光
まばゆく挿入されたこと，長々と進行し，成長していく
語りの奥行を横切って，とつじょ他者の異質な生活の図
面が映画のスクリーンのように映し出されたこと自体が
話者にとってサディスムの事件であり，プルーストの文
体にとってもサデnスティックな転換であり，そのこと
は裏を返せば話者にとってはマゾヒスムの源となる映像
である。やがてサディスムは前衛的な芸術表箆の常道と
なるが，母親を初めとする大人たちの庇護の下にあって
思春期を送っていた話老にとって，この目撃はひとつの
イニシエイションであり，文体の遠近法を文字通り数セ
ンチの隔たりを残して否定した画期的な飛躍であった。
自然や現実の遠近を映像によって遮断し，その重なりに
置き換えること，それはセザンヌが色彩面の重なり合い
によって探求したことであり，その後映画が幻惑的なメ
カニズムで表現したことであり，無意識の世界の奥行を
息の長い持続的な文体で追求しているように見えるプル
ーストの文学も，十九世紀の年代記的な時間の文学の延
長線上にあるように見えながら，結局は時間を映像に
よって飛び越え，接着し，その飛躍によって時間を超越
する自由を味わったので，ただその映像の連鎖が映画と
は異なって間歓的で，あいまいであったということであ
る。
　話者は後年パルベックの海岸でアルベルチーヌに恋を
し，嫉妬と離反の間で揺れ動くが，偶然にもある決定的
な真実が露顕し，苦しみの新局面が開かれることにな
る。それはアルベチーヌが母のようにも姉のようにも愛
していたある女友達を介して，ヴァントゥイコ・嬢をよく
知っているという事実がふと彼女の口から語られたこと
に始まる。長年話者の心の底に保存されていたある有害
な映像が頭をもたげた。その女友達こそ，遠い昔の午
後，話者がモンジューヴァンの斜面の茂みから覗き見た
あの「奇妙な，おもしろい光景」に登場した，「ヴァン
トゥイユ嬢の相手のプロの同性愛者であった。というこ
とは，話者の恋人のアルベルチーヌもレズビアンであっ
たことになる。昔心の中に貯蔵された映像がのちに恐ろ
しい知に至る道を用意することになったので，その知は
じつに原映像に含まれていたのが，話者にはそれがやが
て自分に決定的に関わることになるのが分らなかったの
である。予見できないかぎりその映像は他者のもの，外
部のものである。しかしその映像を食い入るように見つ
め，それに眩惑され，衝撃を受けて深く心の中に仕舞わ
れたということは，そこに人生の真実を目撃したからで
あり，それがどれほど不吉な予感を与え，苦痛を伴おう
とも，それはやがて自己の人生の真実に還るという無意
識の直感を読者に与えていたのであろう。それだからこ
そその映像は長く，色提せることもなく蓄えられたので
あり，またその保存に耐えるほど，．当初に眩い光荘を放
って話者の目から不条理なほど間近な距離に現前してい
たのである。
